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一　

は
じ
め
に

　

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
（soft pow

er

）
は
、米
国
の
政
治
学
者
で
あ
る
ジ
ョ

セ
フ
・
ナ
イ
（Joseph N

ye

）
に
よ
っ
て
国
際
政
治
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。対
外
的
な
強
制
力
に
よ
ら
ず
、共
感
を
得
る
こ
と
に
よ
り
国
々

の
行
動
に
影
響
を
与
え
、
国
家
に
望
ま
し
い
結
果
を
得
る
能
力
を
定
義
す

る
用
語
で
あ
る
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
に
よ
る
と
、「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
人
々

を
威
圧
せ
ず
に
、
人
々
を
取
り
込
む（

（
（

」。
国
家
の
文
化
・
政
治
的
価
値
観
、

ま
た
は
外
交
政
策
の
魅
力
に
頼
る
概
念
で
、
軍
事
力
や
経
済
力
な
ど
と

い
っ
た
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
（hard pow

er

）
に
対

置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
近
代
世
界
史
に
お
け
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
最

も
有
名
な
例
は
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
世
界
各
国
の
政
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
の
各
面
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
に
な
る
現
象
）
で
あ
る
。

ま
た
は
、
二
〇
一
二
年
に
「
欧
州
地
域
の
安
定
お
よ
び
協
調
路
線
を
図
る

取
り
組
み
を
評
価
し
て
」
と
い
う
理
由
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

欧
州
連
合
や
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
日
本
政
府
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
戦
略
な
ど
も
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
例
で
あ
る
。

実
際
、
以
前
の
日
本
は
、「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
世
界
に

知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
世
界
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

J-PO
P

・
漫
画
・
ア
ニ
メ
・
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
日
本
文
化
は
世

界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
文
化
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る（

2
（

。
さ
ら
に
、
米
国

の
大
学
で
最
も
学
習
さ
れ
て
い
る
外
国
語
の
中
で
、
日
本
語
へ
の
学
生
の

大
日
本
帝
国
内
・
外
に
お
け
る
「
日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ

─
─
ソ
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ワ
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関
心
が
二
〇
一
三
年
以
降
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
他

の
外
国
語
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
き
て
い
る（

3
（

。

　

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
多
く
の
概
念
と
同
様
に
、

多
様
な
学
者
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー

を
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
反
対
と
し
て
で
は
な
く
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
延

長
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
だ
と
ジ
ャ
ニ
ス
・
マ
タ
ー
ン
（Janice 

M
attern

）
は
示
唆
し
て
い
る（

4
（

。
ま
た
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
「
文
化
帝

国
主
義
」
で
は
な
く
、
文
化
交
流
に
基
づ
い
て
使
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
松

田
武
は
主
張
し（

（
（

、
ニ
ー
ア
ル
・
フ
ァ
ガ
ソ
ン
（N

iall Ferguson

）
は
、

国
益
を
達
成
す
る
に
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
「
ソ
フ
ト
」
す
ぎ
る
と
指
摘

し
て
い
る（

（
（

。
実
際
、ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
植
民
地
主
義
の
も
う
一
つ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
文
化
的
植
民
地
主
義
、
ま
た
は
文
化

主
義
の
一
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
る
で
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
の
論
が
言
い
古
さ
れ
た
も
の
だ
と
で
も
い
う

よ
う
に
、
近
代
化
を
図
っ
た
明
治
政
府
の
国
内
お
よ
び
国
際
政
策
に
お
い

て
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
よ
う
な
考
え
は
新
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

実
際
、
満
洲
事
変（

（
（

後
の
数
年
間
、
米
国
に
お
け
る
日
本
の
美
学
の
促
進
を

通
じ
て
米
国
の
世
論
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
、
大
日
本
帝
国
は
様
々
な
試

み
を
行
っ
た
。
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
や
文
化
外
交
な
ど
の
例
と
し
て
、
米
国

で
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
一
九
三
六
年
九
月
に
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
で
「
日
本
美
術
品
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
長
い
歴
史
が
あ
る
洗

練
さ
れ
た
文
化
と
し
て
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
写
さ
れ
、
大
日
本
帝
国

の
政
府
は
「
適
切
な
知
識
と
情
報
」（proper know

ledge and 

inform
ation

）
を
提
供
す
る
こ
と
で
、「
日
本
と
日
本
人
に
関
す
る
多
く

の
誤
っ
た
考
え
」（m

any m
istaken ideas concerning Japan and 

the Japanese

（
（
（

）
を
正
そ
う
と
し
た
。
要
す
る
に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
タ
リ
ア
と
同
盟
を
結
ん
だ
大
日
本
帝
国
は
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
帝
国
主
義
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。
日
本
の
古
典
文

学
も
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
手
段
と
し
て
大
日
本
帝
国
に
よ
っ
て
首
尾
よ

く
利
用
さ
れ
た
。
実
際
、『
万
葉
集
』
の
「
国
民
歌
集
」
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
は
、「
日
本
ら
し
さ
」
の
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で

機
能
し
続
け
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
に
発
表
さ
れ
た
新
元
号
「
令
和
」
も
、

こ
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』
の
活
用
の
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
八
一
年

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
よ
っ
て
短
歌
集
『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉

集
』
が
刊
行
さ
れ
、
台
湾
が
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た
時
代
か
ら
の
台
湾
人

の
短
歌
が
入
る
『
台
湾
万
葉
集
』
と
い
う
歌
集
も
一
九
八
一
〜
一
九
九
三

年
に
刊
行
さ
れ
た
（
原
型
と
な
る
『
花
を
こ
ぼ
し
て
』
が
一
九
八
一
年
刊
）。
こ
の

二
つ
の
歌
集
は
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
よ
い
例
だ
。
加
え
て
、
日
本
画
家

の
鈴
木
靖
将
は
様
々
な
『
万
葉
集
』
の
歌
を
描
き
出
し
、
二
〇
〇
〇
年
代

か
ら
は
外
務
省
の
後
援
を
受
け
て
芸
術
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
遺
産
を
促

進
す
る
文
化
の
代
表
者
と
し
て
世
界
中
の
国
々
を
訪
問
し
て
い
る
。
ジ
ョ

セ
フ
・
ナ
イ
が
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
定
義
す
る
よ
り
も
か
な
り
前
か
ら
、

概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て

日
本
政
府
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
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二　

�「
日
本
」
や
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
な
ど
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」

と
い
う
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド

　
『
万
葉
集
』
以
前
の
日
本
で
は
、『
懐
風
藻
』
の
よ
う
な
漢
詩
集
が
撰
さ

れ
た
。
現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
と
し
て
、『
万
葉
集
』
は
日
本
文
化
・

思
想
史
の
源
と
さ
れ
、
早
く
か
ら
国
外
の
日
本
文
学
者
の
多
く
の
関
心
を

呼
び
、
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
日
本
文
学
史
に
お
い
て
も
『
万
葉

集
』
は
何
度
も
創
造
、
そ
し
て
再
創
造
さ
れ
、
そ
の
時
々
の
様
々
な
政
治

的
、
文
化
・
歴
史
的
、
哲
学
的
、
ま
た
は
思
想
的
な
目
的
の
た
め
に
用
い

ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
の
受
容
は
、『
万

葉
集
』
の
存
在
と
目
的
を
、
時
の
日
本
社
会
に
お
い
て
位
置
づ
け
る
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
例
え
ば
、
中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
流

動
性
は
新
歴
史
主
義
（N

ew
 H

istoricism

）
を
代
表
す
る
ル
イ
ス
・
モ

ン
ト
ロ
ー
ズ（Luis M

ontrose

）の「
テ
キ
ス
ト
の
歴
史
性
」（historicity 

of texts

）
の
概
念（

（1
（

が
日
本
文
学
へ
も
適
用
で
き
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

実
際
、
完
成
ま
で
に
多
く
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
要
し
た
共
同
歌
集
で
、
現
在

の
『
万
葉
集
』
の
定
義
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

─
「
現
存
最
古
の
歌
集
。

『
万
葉
集
』
二
十
巻
が
現
在
み
る
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
不
明
。

年
代
の
明
ら
か
な
も
っ
と
も
新
し
い
歌
は
七
五
九
年
（
天
平
宝
字
三
）
正
月

の
大
伴
家
持
の
作
だ
か
ら
、
最
終
的
な
編
纂
は
そ
れ
以
後
と
な
る
。」〈
日

本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）〉。
そ
し
て
、「
現
存
す
る
我
が
国
最
古
の
歌
集
。

七
五
九
年
（
天
平
宝
字
三
）
以
後
の
成
立
。
何
人
も
の
手
を
経
て
編
ま
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
形
に
近
い
も
の
に
ま
と
め
た
の
は
大
伴

家
持
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
長
歌
・
短
歌
・
旋
頭
歌
が
主
で
、
二
十
巻
に

約
四
千
五
百
首
を
収
め
る
。」〈
全
文
全
訳
古
語
辞
典
〉。
そ
の
上
、
現
在
『
万

葉
集
』
は
勅
撰
集
で
は
な
く
、
私
家
集
と
定
義
さ
れ
る
。

　

中
世
日
本
に
お
い
て
は
、『
万
葉
集
』
が
文
化
資
本
と
し
て
機
能
し
、

多
様
な
歌
人
た
ち
に
政
治
的
お
よ
び
物
質
的
な
支
援
を
も
た
ら
す
契
機
と

な
っ
た
。
ま
た
、賀
茂
真
淵
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
国
学
者
た
ち
が
儒
教
・

仏
教
な
ど
の
外
来
思
想
を
排
し
、
日
本
の
古
典
を
文
献
学
的
に
研
究
す
る

中
で
、
日
本
の
固
有
の
文
化
・
思
想
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
結
果
、『
万

葉
集
』
は
古
人
の
心
の
象
徴
と
な
っ
た
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』
の
研
究

が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
大
日
本
帝
国
が
日
本
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
国
民

国
家
と
グ
ロ
バ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
構
築
し
よ
う
と
し
た
明

治
時
代
だ
っ
た
。
歴
史
的
に
庶
民
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
貴
族
階
級
以
外

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
日
本
文
化
的
ま
た
は
日
本
文
学
的
な
作
品
を
見

つ
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、『
万
葉
集
』
は
、
勅
撰
集
と
み
な

さ
れ
て
い
た
中
世
と
は
対
照
的
に
、
私
家
集
と
し
て
定
義
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
国
民
を
強
調
し
た
大
日
本
帝
国
の
「
国
民
文
学
」
の
概
念

に
適
合
し
た
。
天
皇
・
皇
后
と
皇
族
・
貴
族
は
も
ち
ろ
ん
、
階
層
的
に
低

い
一
般
民
衆
の
歌
ま
で
含
ん
で
い
る
た
め
に
、
古
人
の
心
と
意
欲
な
ど
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
『
万
葉
集
』
を
日
本
の
国
民
全
体
を
代
表
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
が
大
日
本
帝
国
政
府
の
態
度
だ
っ
た
。
品
田
悦
一
に
よ
る

と
、『
万
葉
集
』
は
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
明
治
期
の
知
識
人
に
よ
っ
て

称
賛
さ
れ
た（

（（
（

。
ま
た
、
正
岡
子
規
は
『
古
今
和
歌
集
』
を
否
定
し
て
『
万

葉
集
』
を
高
く
評
価
し
、
江
戸
時
代
ま
で
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
た
和
歌
を
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非
難
し
つ
つ
、
短
歌
の
革
新
に
つ
と
め
た
。

　

国
民
国
家
に
通
ず
る
国
民
文
学
と
し
て
の
『
万
葉
集
』
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

正
岡
子
規
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
子
規
は
根
岸
短
歌
会
と
い
う
短
歌
結

社
を
主
催
し
、
伊
藤
左
千
夫
な
ど
と
と
も
に
活
躍
し
た
。
品
田
悦
一
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
伊
藤
左
千
夫
は
近
代
日
本
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
重

要
性
と
文
化
遺
産
と
し
て
の
意
義
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

─

「
日
本
人
た
る
も
の
は
、
如
何
な
る
種
類
の
人
と
雖
も
、
必
ず
万
葉
集
を

知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、（
中
略
）
一
国
の
人
民
と
し
て
自
国
の
文
学

を
知
ら
ず
、
自
国
思
想
の
根
源
を
知
ら
ざ
る
は
、
其
国
民
た
る
の
資
格
な

き
も
の
な
り（

（1
（

」。
正
岡
子
規
没
後
（
一
九
〇
三
〜
一
九
〇
八
年
）、『
万
葉
集
』

を
作
歌
上
の
手
本
と
し
て
写
実
的
歌
風
を
推
進
し
た
伊
藤
左
千
夫
な
ど
の

根
岸
短
歌
会
の
歌
人
た
ち
に
よ
っ
て
ア
ラ
ラ
ギ
派
が
結
成
さ
れ
、
短
歌
雑

誌
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
一
三
年
に
伊
藤
左
千
夫
が
亡
く

な
っ
た
後
、歌
人
・
島
木
赤
彦
が
雑
誌
の
編
集
発
行
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ

た
。
赤
彦
は
、『
万
葉
集
』
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た

─
「
凡
て
の

階
級
の
も
の
が
、
こ
の
時
代
の
現
実
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
つ
て
、

一
様
に
緊
張
し
た
心
を
以
て
歌
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
が
第
一
の
特
徴
で
あ

り
ま
す（

（1
（

。」
こ
の
よ
う
な
伊
藤
左
千
夫
と
島
木
赤
彦
の
「
国
民
歌
集
」
と

し
て
の
『
万
葉
集
』
と
い
う
見
解
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
興
隆
に
と
っ
て

重
要
な
言
説
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
間
、
歌
人
で
日
本
古
典
研
究
者
で
も
あ
っ
た
佐
佐
木
信
綱
は

一
九
一
二
年
に
『
万
葉
集
』
の
校
訂
を
文
部
省
に
委
託
さ
れ
、『
西
本
願

寺
本
万
葉
集
』
を
最
も
信
頼
に
足
る
正
統
な
写
本
と
し
て
位
置
付
け
、
さ

ら
に
一
部
の
天
皇
皇
族
に
和
歌
と
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
講
じ
た（

（1
（

。
ま
た
、

『
万
葉
集
』
は
、
軍
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
推
薦
書
だ
っ
た
た
め
、

一
九
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
訓
万
葉
集
』（
佐
佐
木
信
綱
編
）
は
出
征

兵
が
携
帯
す
る
書
物
の
代
表
と
な
っ
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
大
日
本
帝
国
の
後
援

を
受
け
た
『
西
本
願
寺
本
万
葉
集
』
は
、
正
統
な
写
本
と
さ
れ
た
た
め
、

一
九
三
〇
年
代
以
降
、『
万
葉
集
』
の
ほ
と
ん
ど
の
校
本
・
注
釈
本
・
翻

訳
に
お
い
て
、
底
本
と
さ
れ
た
。

　

佐
佐
木
信
綱
の
み
な
ら
ず
、
正
岡
子
規
・
伊
藤
左
千
夫
・
島
木
赤
彦
の

歌
人
た
ち
な
ど
の
活
躍
と
努
力
で
、『
万
葉
集
』
は
日
本
国
内
・
外
の
多

く
の
世
代
の
知
識
人
に
よ
っ
て
読
ま
れ
高
く
評
価
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

明
治
期
に
「
国
民
歌
集
」
と
し
て
再
発
明
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
が
も
た
ら

し
た
重
要
な
影
響
の
一
例
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
刊
行
さ
れ
た
『
コ
ロ
ニ
ア
万

葉
集
』
と
い
う
短
歌
集
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
前
半
、
移
民
七
〇
周
年

（
一
九
七
八
年
）
が
意
識
さ
れ
、『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
の
構
想
が
始
ま
っ
た
。

一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
、
収
録
作
者
数
一
、三
七
八
人
（
戦
前
二
六
九
、

戦
後
一
、一
〇
九
）、
作
品
数
六
、六
三
四
首
（
戦
前
九
九
一
、
戦
後
五
、六

三
四
）
の
歌
集
で
あ
る（

（1
（

。

　

明
治
維
新
以
降
、
生
活
に
困
窮
し
た
明
治
期
の
農
民
た
ち
は
、
よ
り
良

い
生
活
条
件
を
求
め
世
界
の
国
々
へ
移
住
し
は
じ
め
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
お

け
る
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
は
、
元
々
は
主
に
奴
隷
た
ち
に
よ
っ
て
労
働
力
が

ま
か
な
わ
れ
て
い
た
が
、
一
八
八
八
年
に
同
国
の
奴
隷
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

コ
ー
ヒ
ー
農
園
主
た
ち
は
多
様
な
国
々
の
移
民
を
雇
用
し
労
働
力
を
充
足

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
に
、
日
米
紳
士
協
約（

（1
（

に
よ
っ
て
米
国
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へ
の
日
本
人
の
移
民
は
禁
止
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
正
式

移
民
が
開
始
さ
れ
た（

（1
（

。
ゼ
リ
デ
ス
・
マ
リ
ア
・
リ
バ
ス
（Zelideth 

M
aría Rivas

）
に
よ
る
と
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
部
分
的
に
短
歌
を
古

語
で
詠
ん
だ
の
は
、
古
語
が
近
代
日
本
か
ら
の
「
言
語
的
離
脱
」
を
意
味

し
た
た
め
だ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
日
本
語
で
歌
を
詠
ん

だ
の
は
、
短
歌
は
古
来
よ
り
日
本
の
象
徴
で
あ
る
と
考
え
、
親
し
い
言
語

と
文
化
を
移
民
と
し
て
維
持
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
い
う
可
能
性
が
高
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

11
（

。
要
す
る
に
、
歌
は
「
日
本
」
を
意
味
を
す
る
も

の
だ
っ
た
。
白
石
佳
和
に
よ
る
と
、
一
九
〇
八
年
の
最
初
の
移
民
船
笠
戸

丸
来
航
以
前
か
ら
短
歌
の
作
歌
が
開
始
さ
れ
た
が
、一
九
二
〇
年
代
に『
伯

剌
西
爾
時
報
』、『
日
伯
新
聞
』、『
聖
州
新
報
』
な
ど
の
日
本
語
新
聞
が
刊

行
さ
れ
て
か
ら
短
歌
会
は
盛
ん
に
な
っ
た（

1（
（

。
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
、
日

本
語
が
話
せ
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
高
齢
化
し
減
少
し

て
い
た
た
め
、
移
民
文
学
で
あ
る
歌
集
を
編
集
す
る
の
は
決
し
て
珍
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
な
ぜ
『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
の
名
が
冠
せ

ら
れ
た
の
か
。

　
「
コ
ロ
ニ
ア
」
と
い
う
の
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
指
す
普
遍
的
な
表

現
で
あ
る（

11
（

。「
コ
ロ
ニ
ア
短
歌
の
父
」
と
頻
繁
に
呼
ば
れ
る
岩
波
菊
治
は
、

ア
ラ
ラ
ギ
派
の
島
木
赤
彦
の
直
弟
子
で
も
あ
り
、『
万
葉
集
』
の
学
習
者

で
も
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ア
ラ
ラ
ギ
派
を
代
表
し
た（

11
（

。
岩
波
菊
治

の
影
響
を
受
け
た
武
本
由
夫
は
、『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
に
入
る
「
コ
ロ

ニ
ア
短
歌
略
史
」
を
書
い
た
。
こ
う
し
た
関
係
性
を
考
慮
し
た
時
、『
コ

ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
は
、
大
日
本
帝
国
に
よ
っ
て
「
国
民
歌
集
」
と
し
て
の

『
万
葉
集
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
安
定
化
さ
れ
た
結
果
と
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
が
近

代
日
本
の
歌
人
た
ち
に
与
え
た
影
響
に
よ
っ
て
、『
万
葉
集
』
が
日
本
国

外
に
お
い
て
も
「
日
本
」
の
類
義
語
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と

言
え
ま
い
か
。
細
川
周
平
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け

る
短
歌
が
「
孤
立
し
た
日
本
語
環
境
の
な
か
で
、
経
済
的
見
返
り
な
し
に

一
世
紀
以
上
も
」
書
か
れ
続
け
て
き
た
文
学
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い（

11
（

。

し
た
が
っ
て
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
定
義
に
従
え
ば
、

『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
は
大
日
本
帝
国
が
強
制
力
に
よ
ら
ず
望
ま
し
い
結

果
を
得
た
と
い
う
証
明
と
言
え
る
。「
国
民
歌
集
」
と
し
て
の
『
万
葉
集
』

の
イ
メ
ー
ジ
が
構
築
さ
れ
、
国
外
に
広
ま
っ
た
。『
万
葉
集
』
が
「
和
歌
」

と
「
日
本
」
の
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
は
、
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
刊

行
委
員
会
の
人
々
に
よ
っ
て
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
と
い
う
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド

の
影
響
力
を
提
示
す
る
も
う
一
つ
の
例
は
、
よ
り
政
治
的
圧
力
の
強
い
状

況
で
編
集
さ
れ
た
『
台
湾
万
葉
集
』
と
題
さ
れ
た
歌
集
で
あ
る
。
移
民
文

学
の
産
物
で
あ
る
『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
と
比
べ
る
と
、『
台
湾
万
葉
集
』

の
編
集
の
背
景
と
過
程
は
大
き
く
異
な
る
。『
台
湾
万
葉
集
』
の
編
集
は
、

大
日
本
帝
国
に
よ
る
台
湾
の
植
民
地
化
の
予
想
外
の
結
果
で
あ
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
中
華
民
国
（
一
九
一
二
〜
一
九
四
九
年
）
へ
の
編
入
に
対
す

る
台
湾
の
抵
抗
と
も
多
様
な
政
治
的
関
係
を
有
し
て
い
た
。台
湾
で
は『
あ

ら
た
ま
』
な
ど
を
通
じ
て
戦
前
か
ら
も
ア
ラ
ラ
ギ
派
は
活
動
し
て
い
た
が
、

概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
の
普
及
に
貢
献
し
た
要
因
は

他
に
も
あ
る
。
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日
清
戦
争
（
一
八
八
四
〜
一
八
九
五
年
）
の
結
果
、
下
関
条
約
に
よ
っ
て
、

台
湾
が
清
朝
か
ら
大
日
本
帝
国
に
割
譲
さ
れ
た
。
大
日
本
帝
国
の
初
の
植

民
地
で
あ
り
、「
モ
デ
ル
」
植
民
地
と
し
て
、
台
湾
の
経
済
と
産
業
を
改

善
す
る
た
め
に
多
大
な
努
力
が
払
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
七
年
か
ら

台
湾
の
「
皇
民
化
」（Japanization, im

perialization

）
も
始
ま
り
、

実
際
に
日
本
語
普
及
政
策
、
日
本
式
姓
名
へ
の
改
名
、
台
湾
人
の
日
本
軍

へ
の
徴
兵
な
ど
が
行
わ
れ
た（

11
（

。
台
湾
人
が
短
歌
や
『
万
葉
集
』
な
ど
に
接

し
た
の
は
、
皇
民
化
教
育
の
影
響
か
ら
で
あ
っ
た
。
犬
養
孝
を
含
む
多
く

の
日
本
人
は
、
大
日
本
帝
国
が
台
湾
で
日
本
語
、
日
本
文
学
、
日
本
文
化

を
促
進
す
る
こ
と
を
支
援
し
た
。
大
日
本
帝
国
の
文
化
的
植
民
化
の
証
拠

と
い
え
よ
う
。

　

一
九
二
二
年
に
台
北
で
設
立
さ
れ
た
旧
制
台
北
高
等
学
校
は
、
外
地
で

は
初
の
高
等
学
校
で
あ
り
、
一
九
四
二
年
か
ら
そ
の
教
員
に
な
っ
た
の
は

犬
養
孝
だ
っ
た
。『
万
葉
集
』
に
興
味
が
あ
り
、
台
湾
人
の
学
生
に
短
歌

と
『
万
葉
集
』
を
教
え
た
。
実
際
、『
台
湾
万
葉
集
』
の
編
著
者
で
あ
る

呉
建
堂
（
筆
名
：
孤
蓬
万
里
）
は
、
犬
養
孝
の
学
生
で
あ
っ
た
。
犬
養
は

国
語
の
ク
ラ
ス
の
全
て
を
『
万
葉
集
』
に
当
て
、
教
科
書
に
は
、
恩
師
で

あ
っ
た
上
田
英
夫
校
注
の
『
万
葉
集
精
選
』
が
使
わ
れ
た（

11
（

。
日
本
の
降
伏

後
に
は
、
犬
養
は
帰
国
し
、
一
九
六
二
年
に
東
京
大
学
よ
り
文
学
博
士
の

学
位
を
取
得
し
た
。
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
甲
南
女
子
大
学
名
誉
教
授
と

な
り
、
一
九
七
九
年
に
昭
和
天
皇
が
明
日
香
に
行
幸
し
、
甘
樫
丘
に
て
明

日
香
の
歴
史
的
風
土
を
視
察
し
た
と
き
の
案
内
役
を
つ
と
め
、
一
九
八
七

年
に
文
化
功
労
者
と
な
っ
た
。
万
葉
遺
跡
の
保
存
運
動
を
す
す
め
、
万
葉

旅
行
を
企
画
す
る
な
ど
『
万
葉
集
』
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
一
方
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
台
湾
で
は
、
日
本
語
と
日
本
文
学
が
戦
後
の
政
治
に

よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
た
。

　

日
本
の
武
装
解
除
に
伴
い
一
九
四
五
年
に
中
華
民
国
の
領
土
に
編
入
さ

れ
た
台
湾
は
、
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
の
間
の
政
治
的
対
立
・
闘
争

に
巻
き
込
ま
れ
た（

11
（

。
こ
の
闘
争
は
、
世
界
史
に
お
い
て
「
国
共
内
戦
」
と

し
て
記
録
さ
れ
、
一
九
四
九
年
に
中
国
国
民
党
が
台
湾
へ
放
逐
さ
れ
、
中

国
共
産
党
が
中
華
人
民
共
和
国
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
終
わ
っ
た
。
事
実

上
、
金
門
砲
戦
（
一
九
五
八
年
（
11
（

）
後
に
台
湾
の
政
治
情
勢
が
安
定
す
る

一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
台
湾
で
は
日
本
文
学
は
抑
圧
さ
れ
周
縁
化
さ
れ
た
。

一
九
六
〇
年
代
末
に
、
台
北
短
歌
研
究
会
が
呉
建
堂
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、

一
九
六
八
年
に
雑
誌
『
台
北
歌
壇
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
多
く
の
短
歌
は
、

共
産
主
義
政
権
へ
の
抵
抗
を
表
明
し
、「
独
裁
の
不
正
」
に
抗
議
す
る
も

の
だ
っ
た
。
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
リ
ン
ク
（D

ean A
nthony 

Brink

）
に
よ
る
と
、
多
く
の
短
歌
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
「
闘
志
」
は
、

協
会
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
協
会
は
そ
の
精
神
を
『
万
葉

集
』
の
歌
に
起
源
す
る
も
の
と
し
て
い
る（

11
（

。
台
北
短
歌
研
究
会
は
、
現
在

ま
で
活
動
を
続
け
平
均
年
齢
九
〇
歳
を
超
え
る
会
員
の
短
歌
を
雑
誌
『
台

湾
歌
壇
』
で
刊
行
し
続
け
て
い
る
。

　
『
台
湾
万
葉
集　

上
巻
』
が
一
九
八
一
年
に
台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
の
は
、

何
か
を
記
念
し
て
で
は
な
く
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
植
民
地
時
代

に
由
来
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
を
失
っ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
、
日
本
語
と
日
本
文
化
を
保
護
す
る
た
め
だ
っ
た（

11
（

。『
台
湾
万
葉
集
』
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の
刊
行
は
、
日
本
の
文
化
と
歌
へ
の
懐
か
し
さ
を
含
む
、
台
湾
の
植
民
地

時
代
の
遺
産
へ
の
回
帰
を
可
能
に
し
た
政
治
情
勢
の
改
善
に
よ
り
果
た
さ

れ
た
。
一
九
九
四
年
に
、『
台
湾
万
葉
集
』
は
日
本
で
も
刊
行
さ
れ
話
題

に
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、『
台
湾
万
葉
集
』
は
一
九
九
六
年
に
菊
池
寛
賞

を
受
賞
し
、
呉
建
堂
は
台
湾
人
と
し
て
日
本
の
文
学
賞
を
獲
得
し
た
第
一

号
と
な
っ
た
。
河
路
由
佳
が
強
調
す
る
よ
う
に
、『
台
湾
万
葉
集
』
は
必

ず
し
も
古
代
の
『
万
葉
集
』
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い（

1（
（

。『
台
湾

万
葉
集
』
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
の
は
、
編
集
者
の
呉
建
堂
が
『
万
葉
集
』

の
歌
を
強
調
し
た
犬
養
孝
の
も
と
で
和
歌
の
訓
練
を
受
け
た
た
め
だ
。
ポ

ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
現
代
の
世
界
に
お
い
て
、呉
建
堂
と
『
台
湾
万
葉
集
』

の
事
例
は
、台
湾
に
強
い
影
響
を
与
え
た
大
日
本
帝
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー

の
一
例
で
あ
る
。
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
の
効
果
的

な
適
用
の
成
果
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
が
「
日
本
」
と
日
本
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
指
す
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
そ
の
上
、
呉
建
堂
が
歌

を
通
し
て
日
本
文
化
に
触
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
持
つ
「
日
本
」
の
イ

メ
ー
ジ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、『
台
湾
万
葉
集
』
と
題

さ
れ
た
。
孫
世
偉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
「
万
葉
教
育
」

は
短
か
っ
た
が
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。

　

犬
養
孝
の
よ
う
な
高
名
な
学
者
ら
が
、
台
湾
を
含
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
に

対
し
て
大
日
本
帝
国
が
行
っ
た
植
民
地
化
と
皇
民
化
の
活
動
を
支
援
し
た

こ
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
活
動
は
、
文
化
的
な
「
日
本
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
に
大
き

く
貢
献
し
た
た
め
、
戦
後
の
日
本
で
は
あ
ま
り
否
定
的
に
語
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
政
府
に

現
在
で
も
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
に
犬
養
孝
の
イ
メ
ー

ジ
も
「
ソ
フ
ト
」
な
も
の
に
変
え
ら
れ
、
様
々
な
辞
典
に
見
ら
れ
る
彼
の

紹
介
文
に
は
台
湾
で
国
語
教
師
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
情
報

は
少
な
い（

11
（

。
大
日
本
帝
国
の
非
公
式
文
化
大
使
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
植

民
地
時
代
の
台
湾
で
『
万
葉
集
』
と
和
歌
の
知
識
の
伝
達
者
と
し
て
の
犬

養
孝
の
役
割
は
、
洗
練
さ
れ
た
国
と
し
て
の
戦
後
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を

構
築
す
る
の
に
有
用
な
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
日
本
帝
国
の
戦

争
中
の
非
人
道
的
活
動
と
現
代
に
お
け
る
問
題
を
孕
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、植
民
地
領
土
で
文
化
的
影
響
を
与
え
る
「
日
本
」
の
イ
メ
ー

ジ
は
首
尾
よ
く
生
み
出
さ
れ
た
。

　
『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
と
『
台
湾
万
葉
集
』
は
ど
ち
ら
も
、
日
本
文
学

と
は
必
ず
し
も
認
識
さ
れ
ず
、
日
本
で
も
広
く
研
究
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

多
様
な
社
会
的
地
位
や
国
籍
の
人
々
を
統
合
す
る
、
大
日
本
帝
国
の
「
国

民
歌
集
」
と
し
て
の
『
万
葉
集
』
の
構
築
の
延
長
に
外
な
ら
な
い
。
ソ
フ

ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
た
日
本
文
学
と
文
化
は
、
大
日
本
帝
国
内

外
の
多
く
の
領
土
に
植
え
付
け
ら
れ
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も

構
築
し
た
。
正
岡
子
規
と
ア
ラ
ラ
ギ
派
、
あ
る
い
は
佐
佐
木
信
綱
や
犬
養

孝
の
よ
う
な
学
者
が
、『
万
葉
集
』
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
担
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、『
コ
ロ
ニ
ア
万
葉
集
』
と
『
台
湾
万
葉
集
』
は
、

概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
─
─
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
伝
統
の
象
徴
─
─
が
、
日
本
の
降
伏
後
に
も
、
同
様
に
存
在
し
続

け
て
い
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
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大
日
本
帝
国
に
関
係
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と

し
て
の
「『
万
葉
集
』」
と
い
う
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
は
日
本
国
内
で
も
海
外

で
も
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
例
は
、
日
本
画
家
で
あ
る
鈴
木
靖

将
だ
。『
万
葉
集
』
を
題
材
と
し
た
絵
を
描
き
、
世
界
の
国
々
（
中
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
韓
国
、
米
国
）
で
展
覧
会
を
開
催
し
、

日
本
の
伝
統
・
文
化
遺
産
を
広
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
画
家
と
し
て
の
活

動
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
大
学
（
ハ
ワ
イ
大
学（

11
（

や
シ
カ
ゴ
大
学
な
ど
）

や
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
な
ど
の
世
界
的
に
知
名
度
の
あ
る
組
織

で
も
度
々
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
彼
の
国
際
的
な
活
動

は
数
年
に
わ
た
り
外
務
省
に
よ
っ
て
後
援
さ
れ
た
の
だ
が
、『
万
葉
集
』

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た
彼
の
芸
術
活
動
が
、
日
本
政
府
の
ソ
フ
ト
・
パ

ワ
ー
を
代
表
す
る
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
植
民
地
化
の
歴
史
の
一
部
で

も
、
日
本
語
と
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
で
も
な

い
が
、
鈴
木
靖
将
は
日
本
政
府
の
要
請
に
よ
り
世
界
中
で
「『
万
葉
集
』」

と
い
う
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
を
宣
伝
し
て
き
た
。

　

日
本
の
平
和
的
・
感
傷
的
理
想
化
を
促
進
す
る
た
め
の
「
国
民
歌
集
」

と
い
う
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
手
段
と
し
て
想
像
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
現
在
も
存
在
し
て
い
る
。『
万
葉
集
』
を
“
典
拠
”
と
す

る
新
元
号
「
令
和
」
は
、
近
現
代
の
日
本
が
自
ら
の
過
去
と
い
か
に
関
係

し
て
い
る
か
を
示
唆
し
、『
万
葉
集
』
を
通
じ
て
い
か
に
自
ら
を
定
義
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
を
明
示
す
る
一
例
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
一
〇
〜

一
五
年
間
、日
本
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
慮
す
る
と
、『
万

葉
集
』
に
関
係
が
あ
る
新
元
号
の
登
場
は
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。

フ
ォ
ン
リ
ュ
ブ
ケ
留
奈
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
若
者
に
『
万
葉
集
』
を

周
知
さ
せ
、
日
本
文
化
の
源
と
し
て
の
価
値
を
強
調
す
る
た
め
に
、

二
〇
〇
九
年
前
後
（『
万
葉
集
』
成
立
一
二
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
）

に
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
と
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で

は
「
コ
コ
ロ
・
ニ
・
マ
ド
・
ヲ　

万
葉
集
」
と
い
う
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日
め
く
り
万
葉
集
」
と
い

う
番
組
が
万
葉
歌
の
新
し
い
解
釈
を
毎
週
提
供
し
た
。
そ
の
上
、
著
名
な

万
葉
研
究
者
は
「
万
葉
の
こ
こ
ろ
を
未
来
へ
」
の
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

諸
都
市
で
『
万
葉
集
』
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
が
開
催
さ
れ
、

一
般
公
募
で
集
め
ら
れ
た
短
歌
一
、〇
〇
〇
首
が
『
平
成
万
葉
集
』
と
し

て
二
〇
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た（

11
（

。

　

自
由
民
主
党
の
政
治
家
・
安
倍
晋
三
は
、
二
〇
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
大

ヒ
ッ
ト
し
た
『
美
し
い
国
へ
』
で
未
来
の
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
唱
し
た
。

「
平
和
憲
法
」
改
正
や
国
民
意
識
を
啓
発
す
る
た
め
の
教
育
改
革
な
ど
も

発
表
し
、
一
部
の
国
際
評
論
家
に
よ
っ
て
軍
国
主
義
へ
の
回
帰
と
し
て
問

題
視
さ
れ
た（

11
（

。
当
時
の
首
相
・
安
倍
晋
三
は
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ

れ
た
後
で
、
以
下
の
よ
う
に
話
し
た

─
「
万
葉
集
は
我
が
国
の
国
民
文

化
を
象
徴
す
る
国
書
で
あ
る
。
し
か
も
階
層
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
幅
広
い

人
々
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
々
に
活
躍
し
て

も
ら
い
た
い
。
そ
う
し
た
新
時
代
に
相
応
し
い
元
号
で
あ
る（

11
（

」。
村
田
右

富
実
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
一
世
紀
に
元
号
を
使
用
し
て
い
る
国
は
日

本
だ
け
で
あ
り
、「
元
号
は
政
治
の
産
物
だ
が
、
そ
れ
を
取
り
込
ん
で
し

ま
う
文
化
も
力
強
い（

11
（

」。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
社
会
の
多
様
な
声
を
集
め
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た
包
括
的
な
「
国
民
歌
集
」
と
い
う
大
日
本
帝
国
が
か
つ
て
利
用
し
た
レ

ト
リ
ッ
ク
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
万
葉
集
』
は
新
元
号
に
表
さ

れ
る
新
た
な
時
代
の
「
日
本
ら
し
さ
」
の
象
徴
と
な
っ
た
。
無
論
、
新
元

号
「
令
和
」
の
発
表
に
よ
っ
て
、
学
者
・
芸
術
家
・
作
家
の
中
で
万
葉
集

研
究
の
さ
ら
な
る
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。そ
の
上
、若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
様
々
な
形
式
の
大
衆
文
化
も
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
と
い
う
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド

の
多
様
な
活
用
と
展
開
が
な
さ
れ
た
の
は
、
帝
国
主
義
的
な
感
情
を
抜
き

に
し
た
『
万
葉
集
』
の
再
発
見
と
保
存
の
た
め
で
あ
り
、
日
本
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
で
あ
る
こ
と
を
再
び
記
憶
に
刻
む
た
め
で
も
あ
る
。

新
元
号
「
令
和
」
の
発
表
で
構
築
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

日
本
人
論
に
受
け
継
が
れ
続
け
る
と
い
う
意
見
も
あ
る（

11
（

。

三　

お
わ
り
に

　

近
代
日
本
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
が
自
ら
の
過

去
に
影
響
を
受
け
続
け
る
こ
と
と
日
本
最
古
の
歌
集
へ
の
回
帰
を
通
し
て

自
ら
の
文
化
を
再
発
見
・
再
定
義
し
続
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
万

葉
集
』
は
近
代
の
歌
集
で
は
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
多
様
な
古
典
文

学
研
究
者
の
お
か
げ
で
一
般
大
衆
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。『
万
葉
集
』
は
頻
繁
に
、
難
し
い
・
分
か
り
に
く
い
・
曖
昧
な
文
学

と
み
な
さ
れ
、「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」戦
略
の
一
部
で
も
な
か
っ
た
が
、「『
万

葉
集
』」
と
い
う
概
念
・
ブ
ラ
ン
ド
は
近
代
の
想
像
物
「
日
本
」
と
日
本

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
永
遠
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
続
け
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、『
万
葉
集
』
の
「
ソ
フ
ト
な
」
イ
メ
ー
ジ
が
逆
説
的
に
国

際
関
係
で
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
を
頻
繁
に
使
用
し
た
大
日
本
帝
国
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て
巧
み
に
利
用
さ
れ
て
き
た
た
め
で

あ
る
。
従
っ
て
、
多
様
な
世
代
の
知
識
人
・
政
治
家
に
よ
っ
て
い
か
に
理

解
さ
れ
よ
う
と
も
、「『
万
葉
集
』
の
心
」
は
い
つ
の
時
も
「
日
本
の
心
」

を
意
味
し
て
き
た
。

　

二
〇
世
紀
初
頭
に
、
大
日
本
帝
国
が
「
日
本
」
を
象
徴
す
る
概
念
・
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
「『
万
葉
集
』」
を
創
造
し
た
た
め
、
そ
の
概
念
・
ブ
ラ

ン
ド
は
、
時
代
や
政
治
体
制
を
超
え
日
本
人
・
日
本
人
以
外
に
よ
っ
て
、

世
界
の
国
々
で
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
す
た
め
に
使
用
さ
れ

て
き
た
。
以
上
に
あ
げ
た
多
数
の
例
は
、『
万
葉
集
』
の
写
本
史
に
は
関

係
な
い
が
、
中
世
以
降
の
諸
写
本
が
示
す
『
万
葉
集
』
と
い
う
歌
集
よ
り

も
広
い
概
念
で
あ
る
「『
万
葉
集
』」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
結
果
で
あ
る
。

「『
万
葉
集
』」
が
「
日
本
」
の
象
徴
で
あ
る
理
由
は
、『
万
葉
集
』
が
日
本

語
の
歌
集
と
し
て
中
国
文
化
と
の
分
離
を
象
徴
し
、
和
歌
の
権
威
も
裏
付

け
た
た
め
で
あ
る
。
中
世
の
万
葉
学
者
で
あ
っ
た
仙
覚
の
写
本
と
注
釈
か

ら
始
ま
っ
た
『
万
葉
集
』
の
安
定
化
と
カ
ノ
ン
化
は
、
何
世
代
に
も
わ
た

る
日
本
の
知
識
人
が
使
用
で
き
る
安
定
化
さ
れ
た
言
説
の
創
造
の
可
能
性

を
示
し
た
。
こ
う
し
た
長
い
カ
ノ
ン
化
の
歴
史
を
経
て
、「『
万
葉
集
』」
は
、

ど
の
時
代
で
も
役
に
立
つ
、「
日
本
」
を
文
化
的
に
象
徴
す
る
安
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